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１．こども学科 
科目名 幼児と言葉 
授業の種類 講義 
授業時間数 １単位 
必修・選択 必修 
授業担当者 伊藤珠希 

※実務経験のある教員等による授業科目 
※幼稚園等で勤務経験あり 

≪科目概要≫ 
 領域「言葉」の指導の基盤となる、幼児が豊かな言葉や表現を身につけ、想像する楽しさを広げ

るために必要な基本的知識を身につける。乳幼児期の言葉の発達と言語環境の理論的理解を通し

て、乳幼児期の豊かな心身の育ちを培うための保育者の役割を考察する。 
≪学修内容≫ 
１．「言葉」の意義、「言葉」のねらいの内容について 
２．子どもの言葉と発達・環境 
３．保育者の指導・支援（援助）、保育者の言葉 
４．言葉のかかわりに配慮を必要とする子どもの援助・指導・評価 
５．言葉と児童文化財（教材研究） 
６．言葉あそび（模擬保育）、実技の方法（模擬保育と評価） 
７．模擬保育による検討、発表・ディスカッション 
８．まとめ 
 
使用テキスト・参考文献 「幼児と言葉」近畿大学九州短期大学 
評価の基準・方法 レポート提出 

試験 
 



 
科目名 幼児と環境 
授業の種類 講義 
授業時間数 １単位 
必修・選択 必修 
授業担当者 伊藤珠希 

※実務経験のある教員等による授業科目 
※幼稚園等で勤務経験あり 

≪科目概要≫ 
 保育内容を構成する「環境」のねらいと内容について理解し、子どもを取り巻く環境について学

び、環境と子どもの活動・保育における環境および環境設定について理解する。 
≪学修内容≫ 
１．保育の基本と領域「環境」について 
２．幼児の成長発達の特徴を知る 
３．保育者の感性と保育デザイン 
４．保育環境とはどのようなものか理解する 
５．子どもの育ちを支える園環境（園舎・園庭） 
６．自然環境を考える 
７．領域「環境」の内容および対象を理解するため、情報機器及び教材特性の理解や保育者の価値

観・生活観が反映された教材研究を行う 
８．模擬保育による検討 
 
使用テキスト・参考文献 久保健太・高嶋景子・宮里暁美（編）『新しい保育講座９ 保

育内容「環境」』ミネルヴァ書房 
評価の基準・方法 レポート提出 

試験 
 



 
科目名 音楽表現（指導法） 
授業の種類 演習 
授業時間数 １単位 
必修・選択 必修 
授業担当者 伊藤珠希 

※実務経験のある教員等による授業科目 
※幼稚園等で勤務経験あり 

≪科目概要≫ 
 幼稚園教育・保育の領域「表現」も関する「ねらい」及び「内容」、全体構造を理解する。音楽

表現の観点から幼児の発達や学びの過程を理解し、実践的な指導法を身に付けるために必要な基礎

的な知識、技能を習得する。 
≪学修内容≫ 
１．教育要領、保育指針における領域「表現」 
２．幼児と音楽との関わり、幼児への指導法、保護者の指導上の留意点 
３．幼児の理解と評価 
４．音楽表現あそびの教材・情報収集 
５．音楽表現あそび（手あそび・歌あそび） 
６．表現あそびの指導計画（指導案作成） 
７．模擬保育発表及び指導・援助についての振り返り 
８．様々な素材を使った音楽あそび①（ハンドベル） 
９．様々な素材を使った音楽あそび②（廃材を使った楽器作り） 
１０．小学校音楽の授業につなげる音楽あそび 
 
使用テキスト・参考文献 「音楽＜ピアノ教本＞」「音楽＜声楽教本＞」近畿大学九州短

期大学 
評価の基準・方法 演習内容評価 

試験 
 



 
科目名 こどもの音楽Ⅰ 
授業の種類 演習 
授業時間数 ４単位 
必修・選択 必修 
授業担当者 天野初菜 

※実務経験のある教員等による授業科目 
※ピアノ教室講師の経験あり 

≪科目概要≫ 
 楽譜を読む、音を奏でる、リズムを打つといった音楽の基礎知識・技術を身につけ、対象者に合

わせた音楽活動について考察する。 
≪学修内容≫ 
１．五線譜の読み方 
２．音符・休符、リズム・拍 
３．さまざまな用語と記号 
４．音階と調 
５．わらべ歌等の歌の特徴、歴史的背景に触れながら考察する 
≪ピアノ実習≫ 
１．バイエル 35 番・55 番 
２．バイエル 37 番・59 番 
３．バイエル 39 番・66 番 
４．バイエル 46 番・73 番 
５．バイエル 49 番・77 番 
６．ピアノ個人レッスン 
７．簡単な伴奏での弾き歌い 
８．コードネームによる和音伴奏での弾き歌い 
 
使用テキスト・参考文献 石橋裕子 他「新 保育者・小学校教員のためのわかりやす

い音楽表現入門」北大路書房 
楽譜：「標準バイエルピアノ教則本」全音楽譜出版社 

評価の基準・方法 小論文（レポート）提出 
実技試験 

 



 
科目名 こどもの音楽Ⅱ 
授業の種類 演習 
授業時間数 ４単位 
必修・選択 必修 
授業担当者 天野初菜 

※実務経験のある教員等による授業科目 
※ピアノ教室講師の経験あり 

≪科目概要≫ 
 「音楽基礎Ⅰ」で習得した音楽理論や楽器演奏等の基礎技能をふまえ、保育や教育の場において

音楽を展開する上で必要とされる、保育・教育者としての素養と実践に必要な音楽の知識・技能等

を習得する。 
≪学修内容≫ 
１．保育・教育等の現場における活動（園行事、学校行事等）について 
２．音楽指導の際に必要と思われる事項（音楽理論、発達段階、年齢区分、行事等との関連） 
３．音楽活動の必要性 
４．保育・教育等の現場における音楽活動の必要性について考察する 
≪ピアノ実習≫ 
・「標準バイエルピアノ教則本」より各個人の深度に応じた曲を練習する 
使用テキスト・参考文献 石橋裕子 他「新 保育者・小学校教員のためのわかりやす

い音楽表現入門」北大路書房 
楽譜：「標準バイエルピアノ教則本」全音楽譜出版社 

評価の基準・方法 小論文（レポート）提出 
実技試験 

 



２．情報ビジネス学科 
科目名 表計算実習Ⅰ 
授業の種類 実習 
授業時間数 ２単位 
必修・選択 必修 
授業担当者 鈴木隆 

※実務経験のある教員等による授業科目 
※量販店の事務で勤務経験あり 

≪科目概要≫ 
 近年、ビジネスで必須とされる Excel の基本的な活用方法を学習する。 
また、全国経理教育協会の文書処理能力検定表計算を受験・合格するための演習時間も含む。 
≪学修内容≫ 
１．Excel の基本操作 
２．入力と編集、列幅・行の高さ変更 
３．合計と平均（SUM 関数、AVERAGE 関数） 
４．オートフィル、コピー＆貼り付け、相対参照 
５．表示形式の変更 
６．罫線と形式選択貼付け 
７．割合計算と絶対参照 
８．MAX 関数、MIN 関数 
９．COUNT 関数、COUNTA 関数 
１０．端数処理（ROUND 関数、ROUNDUP 関数、ROUNDDOWN 関数） 
１１．IF 関数 
１２．RANK 関数、表の並べ替え 
１３．グラフ作成（棒グラフ、折れ線グラフ、円グラフ） 
１４．検定対策① 
１５．検定対策② 
使用テキスト・参考文献 実教出版 「30 時間でマスターExcel2019」 

全経出版 「文書処理能力検定試験 過去問題集ワープロ」3
級・2 級 

評価の基準・方法 試験 
 
  



科目名 ベーステクノロジ 
授業の種類 講義 
授業時間数 ４単位 
必修・選択 選択 
授業担当者 鈴木隆 

※実務経験のある教員等による授業科目 
※量販店の事務で勤務経験あり 

≪科目概要≫ 
 情報の基礎教養としてのハードウェア、ソフトウェアを中心に「基本情報技術者試験」合格への

知識を習得する事を目的とする。 
≪学修内容≫ 
１．2 進数と 10 進数、基数変換 
２．コンピュータの基本構造 
３．CPU とメインメモリ 
４．補助記憶装置の種類 
５．入力装置の種類 
６．出力装置の種類 
７．接続インタフェース 
８．基本ソフトウェアと応用ソフトウェア 
９．ＯＳの目的と役割 
１０．タスク管理 
１１．記憶管理 
１２．ミドルウェア 
１３．ファイル編成 
１４．システムの処理形態 
１５．システムの信頼性 
使用テキスト・参考文献 TAC 「基本情報技術者試験 試験対策テキストⅠ【ベース

テクノロジ編】」 
評価の基準・方法 試験 

 
  



科目名 医療事務ⅠA 
授業の種類 講義 
授業時間数 ４単位 
必修・選択 選択 
授業担当者 寺田彩乃 

※実務経験のある教員等による授業科目 
※医療系・調剤系の企業で勤務経験あり 

≪科目概要≫ 
 医療事務Ⅰでは、保険診療の根幹である診療報酬点数の算定についての技法を学習する。 
 保険診療による診療費は、医科診療報酬点数表により算定される。医科診療報酬点数表には、注

射や検査など、診療行為ごとに算定方法や点数が定められている。 
 この点数表により、保険診療で診療を行っている医療機関では、どこの医療機関でも同じ診療行

為であれば同じ点数を算定することになる。 
≪学修内容≫ 
１．点数表の読み方 
２．初診料と再診料 
３．医学管理等 
４．在宅医療 
５．処置 
６．手術 
７．麻酔 
８．検査 
９．病理診断 
１０．リハビリテーション 
１１．精神科専門療法 
１２．放射線治療 
１３．入院料等 
１４．投薬（処方箋） 
１５．注射および画像診断 
使用テキスト・参考文献 ニチイ学館 「医療事務講座 医科テキスト 3 診療報酬点数

算定」 
評価の基準・方法 試験 

  



３．情報処理学科 
科目名 情報処理概論 
授業の種類 講義 
授業時間数 180 単位時間 
必修・選択 必修 
授業担当者 鈴木隆 

※実務経験のある教員等による授業科目 
※量販店の事務で勤務経験あり 

≪科目概要≫ 
 情報の応用教養として、ハードウェア、ソフトウェアを中心に「応用情報技術者試験」合格への

知識を習得する事を目的とする。 
≪学修内容≫ 
１．コンピュータ内部でのデータ表現 
２．計算基礎理論 
３．数理応用 
４．プロセッサアーキテクチャ 
５．メモリアーキテクチャ 
６．入出力アーキテクチャ 
７．ソフトウェア分類と OS 
８．タスクスケジューリング 
９．記憶管理 
１０．ファイル管理 
１１．システム形態と構成 
１２．組込みシステム 
１３．汎用インタフェース 
１４．リアルタイム OS 
１５．制御理論 
 
使用テキスト・参考文献 TAC 「応用情報技術者試験 試験対策テキストⅠ【ベース

テクノロジ編】」 
評価の基準・方法 試験 

  



科目名 ウェブプログラミング 
授業の種類 実習 
授業時間数 120 単位時間 
必修・選択 必修 
授業担当者 渡邊勝美 

※実務経験のある教員等による授業科目 
※Web 制作会社経営 

≪科目概要≫ 
 HTML による Web ページ作成に加えて、javascript や PHP といった技術を利用した動的コンテ

ンツの作成や、DB との連携といった実践に即した技術の習得を目指す。 
≪学修内容≫ 
１．HTML による Web ページ作成 
２．CSS による表現 
３．フォーム作成 
４．確認演習① 
５．確認演習② 
６．javascript によるプログラミング① 
７．javascript によるプログラミング① 
８．演習問題③ 
９．PHP とフレームワーク 
１０．DB との連携処理 
１１．WordPress を利用したサイト構築① 
１２．WordPress を利用したサイト構築② 
１３．総合課題作成①  
１４．総合課題作成② 
１５．総合課題作成③ 
 
使用テキスト・参考文献 ＦＯＭ出版「Web クリエイター能力認定試験 エキスパート 

公式テキスト」等 
評価の基準・方法 課題評価 

試験 
 
  



４．事務管理学科 
科目名 表計算実習Ⅱ 
授業の種類 実習 
授業時間数 60 単位時間 
必修・選択 必修 
授業担当者 鈴木隆 

※実務経験のある教員等による授業科目 
※量販店の事務で勤務経験あり 

≪科目概要≫ 
 近年、ビジネスで必須とされる Excel の応用的な活用方法を学習する。 
また、全国経理教育協会の文書処理能力検定表計算を受験・合格するための演習時間も含む。 
≪学修内容≫ 
１．データベース機能の使い方 
２．テーブル変換、ピボットテーブル、小計機能 
３．データベース関数 
４．SUMIF、AVERAGEIF、COUNTIF 関数 
５．VLOOKUP、HLOOKUP 関数 
６．INDEX、MATCH 関数 
７．IFERROR 関数 
８．条件付き書式 
９．文字列操作①（LEFT、RIGHT、MID、LEN、FIND 関数） 
１０．文字列操作②（TEXT、VALUE、FIXED 関数） 
１１．検定対策① 
１２．検定対策② 
１３．検定対策③ 
１４．検定対策④ 
１５．検定対策⑤ 
 
使用テキスト・参考文献 実教出版 「30 時間でマスターExcel2021」 

全経出版 「文書処理能力検定試験 過去問題集ワープロ」・

2 級・1 級 
評価の基準・方法 試験 

  



科目名 医療事務Ⅱ 
授業の種類 講義 
授業時間数 90 単位時間 
必修・選択 必修 
授業担当者 寺田彩乃 

※実務経験のある教員等による授業科目 
※医療系・調剤系の企業で勤務経験あり 

≪科目概要≫ 
 医療事務に求められる医療・関連法規の知識を深く学ぶ。 
日本の医療問題の背景や現状を把握し、現場での業務に活かせるよう努める。 
≪学修内容≫ 
１．診療点数算定の復習① 
２．診療点数算定の復習② 
３． 介護老人保健施設入居者に係る診療料 
４．医療保険制度の復習① 
５．医療保険制度の復習② 
６．公費医療負担制度のしくみ① 
７．公費医療負担制度のしくみ② 
８．感染症予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律① 
９．感染症予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律② 
１０．生活保護法 
１１．医療扶助 
１２．療養担当規則① 
１３．療養担当規則② 
１４．評価療養 
１５．選定療養 
 
使用テキスト・参考文献 ニチイ学館 「医療事務講座 医科テキスト 3 診療報酬点数

算定」 
評価の基準・方法 試験 

  



科目名 イラストレータ実習 
授業の種類 実習 
授業時間数 90 単位時間 
必修・選択 必修 
授業担当者 岡 喜一 

※実務経験のある教員等による授業科目 
※総合デザイン業経営 

≪科目概要≫ 
 Adobe Illastrator を利用した印刷物等の作成を通じ、画像データの仕組みや加工・運用技術を

学ぶ。またサーティファイ主催の Illustrator®クリエイター能力認定試験の受験・合格も合わせて

目指す。 
≪学修内容≫ 
１．Illustrator の基本操作 
２．オブジェクトの基本操作 
３．オブジェクト編集の基本操作 
４．文字編集の基本操作 
５．パスの基本操作 
６．オブジェクトの作成 
７．カラー設定の応用操作 
８．レイヤーの応用操作 
９．文字編集の応用操作 
１０．パスとオブジェクトの応用操作 
１１．検定対策模擬問題演習① 
１２．検定対策模擬問題演習② 
１３．検定対策模擬問題演習③ 
１４．検定対策模擬問題演習④ 
１５．検定対策模擬問題演習⑤ 
 
使用テキスト・参考文献 ウ イ ネ ッ ト 「 Illustrator® ク イ ッ ク マ ス タ ー

Windows&Mac(2025 対応)」 
サーティファイ「Illastrator®クリエイター能力認定試験問題

集」 
評価の基準・方法 課題評価 

試験 
 


